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～第 196 通常国会 国民大運動･安保破棄中実委･中央社保協主催４・11 定例国会行動～  

安倍政権に残された道は退陣しかない！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜発言概要＞ 

国民をだまし続ける安倍内閣は、ただちに総辞職を！ 

主催者挨拶を行った全商連の菊池大輔副会長は、この間、主要な省庁で公文書書きかえや隠ぺいが行

われ、安倍政権が嘘で国民をだまし続け、加計疑惑では｢首相案件｣まででてきたことを批判し、「それら

の行為を正すことができないのは、首相自らがやらせたことに他ならない」と指摘した。また、10 年間

ものイラク日報隠ぺい問題ではシビリアンコントロールが崩され、嘘で塗りこめられた中での「9 条改憲

も戦費調達のための消費税 UP や税制改正も許すわけにはいかない」とし、「国が嘘つきでは世界も信用

してくれない。安倍内閣の総辞職を求め、3,000 万人署名の成功で子どもたちに明るい未来を保障できる

よう運動を広げよう」と強く呼びかけた。 

安倍政権のもとで、森友学園にかかわる公文書の改ざんや口裏合わせ、イラク日報隠ぺいやデータ

ねつ造などが相次いで明らかとなる中で、4 月 10 日には加計学園をめぐり新たに「首相案件」のメ

モが明らかになり、安倍首相の虚偽答弁が問われる事態となりました。翌 11 日の衆議院予算委員会

ではこれらの問題で集中審議が行われる中、第 196 通常国会第 5 回目の定例国会行動が自治労連の

小泉治中央執行委員の司会のもとで行われ、430 人が議員会館前に集まりました。 

全日本年金者組合の藤巻恵子さんは｢若い人も高齢者も安心できる年金制度をぜひつくって頂き

たい｣として、1,260 人分の署名を辰巳孝太郎参議院議員に託しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真右端、主催者挨拶を行う全商連の菊池副会長 

野党の結束と世論の追い込み、これが安倍政権打倒の唯一の道！ 

国会報告を行った日本共産党の辰巳孝太郎参議院議員は、「加計疑惑に関わって愛媛県職員が作成した

メモに『首相案件』という文言が見つかった」と述べ、安倍首相が獣医学部申請を知ったのは昨年 1 月

20 日としているが、すでに 2015 年４月 2 日には認知していたとする事実をあげ「虚偽答弁を認め、総

理を辞めるべきだ」と強く批判した。また、財務省が認めた森友事件での口裏合わせに加え、2015 年 4

月の決裁書の中に昭恵氏の名前があったことの経緯を述べて、「官邸ぐるみで文書改ざんを行っていた」

とし、「こんな政権に管理能力も資格もない」と強く批判し、「野党の結束と世論による追い込み、これが

安倍政権打倒の唯一の道だ。ともにがんばろう」と強く訴えた。 

 

安倍政権を倒すことは、子どもたちの未来を守ることだ！ 

全日本教職員組合の宮下直樹中央執行委員は、文科省による教育現場への介入問題について、「教育へ

の不当な支配であり、このようなことを許せば子どもたちに豊かで多様な教育活動はできない」と批判

し、その教育を保障する「教育基本法は軍国主義教育への痛苦の反省と決意から生まれたものだ」とし

て、高知の教員竹本源治の詩を引用し「その DNA が私たち教員の中に引き継がれている」と強く主張し

た。また、改訂学習指導要領について「教育は数値ではかれない。子どもたちの豊かな発達のために競争

と数値で追い立てる教育を今すぐやめさせよう。安倍政権を倒さなければ子どもたちに未来はない。そ

のために先頭に立つ」と決意を述べた。 

 

政府は、日本人のいのちへの責任をしっかりと持て！ 

 横田基地の撤去を求める西多摩の会の寉田一忠事務局長は、米軍の降下訓練中にパラシュートが中学

校に落下した問題について「基地周辺は人口密集地であるにも関わらず、繰り返し訓練が行われている

こと自体が間違っている。絶対許せないし起きてはならない問題だ」と怒りの言葉を述べ、これを認めて

いる安倍政権を強く批判した。また「防衛省は 3月 16 日に米軍から連絡を受けながら、地元に説明のな

いまま 4 月 3 日にいきなりオスプレイ配備をすすめた」と隠ぺいを指摘し、米では認められない人口密

集地での配備や激しい訓練について「こんな政治は許せない。日本人のいのちの責任を持つ政府は何を

もって許可したのか。皆さんとともにたたかい抜く」と決意を表明した。 



4・14 国会前大行動の成功で、安倍政権を退陣に追い込もう！ 

行動提起を行った中央社会保障推進協議会の山口一秀事務局長は、午

前中には千葉や埼玉の仲間が国会行動に取り組み、中央社保協や全生連

が厚労省要請や議員要請にとりくんでいることも報告しながら、「安倍政

権を許さないとする世論を大きく広げ、何としても退陣に追い込もう」と

強く呼びかけた。 

おしまいに、「400 人の怒りの声を国会前に響かせよう！」と農民連の

藤原麻子事務局次長によるコールで、全員でシュプレヒコールを行った。 

 

                                  挨拶する辰巳参議院議員        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 ～第 196 通常国会（6/20 閉会予定）今後の定例国会行動の予定です～ 

◆12:15～13:00  ◆衆議院第 2 議員会館前  ◆隔週の水曜日 

◆４/25、5/9、５/23、6/6 

 

※ 5/9 については時間変更のお知らせをしておりましたが、通常通りの開催時間に変更させて頂きます 

 


